【自動運転・モビリティ】

　政府の定める「官民ITS構想・ロードマップ」によれば、レベル4やレベル5といった人を介さない完全自動運転はあと10年もしないうちに実用化される方針だ。完全自動運転が実用化されれば、物流、移動、広告、様々な分野で大きな変革が起きることは容易に想像できる。物流は人間の制約から開放され、大幅な時間短縮とコスト減が可能になる。ラジオの利用者は運転中のながらリスナーが多いため、大きなユーザ減少に繋がる。自動運転になることで空いた時間を効率よく活用するため、自動車産業は個人販売からシェア型がメインにシフトするだろう。空き車両は現在のアドトラックのように広告に使われ、複数台で駅前ジャックなんてこともあるかもしれない。

　人々は運転という移動手段から開放され、そこに費やしていた時間は自由となる。ただ人には従来ものを操る喜びが存在する。そのため、乗馬のように運転自体は縮小しつつも娯楽として残ることになるだろう。また人々は効率をもとめて睡眠の間に移動をするようになるだろう。朝起きたら職場、旅行先といった具合だ。そうなると車に住居性能を求めるようになり、放牧民家する人々が増える。現在の駐車場やマンションは車両の補給・整備のためにステーションに変わっていくだろう。生活の起点が車になっていくと、当然食事も社内ですることが多くなる。社内でも美味しく食べられるような食事開発が盛んになり、自動運転車がドッキングできるようなステーション型レストランなどが登場する。

　移動時の自由時間の取り合いが始まる。メディアとしてこの時間を取りに行くことになるだろう。移動先のローカル情報などがコンバージョンに効果を発揮し、ローカルコンテンツ作成が盛んになる。そのため、過去記事の地理情報付加が過去コンテンツを持つ従来メディア企業の課題となる。
